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「 この国の未来を担う子どもたちのために 」 理事・事務局長 青山正彦 
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 久々の巻頭言です。今回はこのところ子育てサーク

ル、ロータリークラブさんなどから講演のご依頼が多い

「子どもと貧困」について書いてみたいと思います。 

 「この国の未来を担う子どもたちのために」 

～放置できない、子どもの貧困と、大人が出来ること～    

 このようなタイトルで始めています。先ずは、子ども

たちは、どの様な時代を生きているのか。についてで、

課題の共通認識を図るためにお話しします。 

 一つには、大変ストレスフルな時代に生きているこ

と。大人の私たちにも今の時代は決して生き易い時代だ

とは言えないと思いますが、子どもたちにとっては尚

更、生き辛く将来の夢も持ち辛いと言えるのでなないで

しょうか。結果としてストレスをため込む子どもたち

は、①不登校の児童生徒は、全国で12万3千人。②15 歳

～39 歳のひきこもりは、70万人。③暴力行為 小中高校

で5万4千件。生徒間暴力が全体の60％、小学生の暴力行

為は、増加傾向で、最近7年間では約3倍に増加。④いじ

め 小中高校での認知件数は、18万8千件（文科省：2015

年10月）。⑤自殺 小中高生は、1年間に329人（内閣府

2015年10月）15歳～39歳の各年代における死因の第1位は

自殺（内閣府：2015年） 

 この様な調査結果が子どもたちのとてもストレスフル

な状態を表しています。これらの数値を私たちはどう感

じてるのか。どう読み取るのかは様々だと思います。紀

元前から繰り返されるように「最近の若い者は…」と顔

をしかめるのか。この様な国を作ってしまった大人の反

省をするのか。何れにしましても、次に「子どもたちを

取り巻く環境」についてです。 

①2極化する家庭環境 ネグレクトvs過干渉 ②「正しい

親」を頑張ろうと、過干渉な親が子どもを追詰めている

こと。③広がる格差、この10年で「貧困」が加速。子ど

もの貧困率6人に1人。子どもの貧困率16.3％（厚労省：

2012年）。貧困とは、世帯の1人当たりの所得が、社会全

体の真ん中の所得の半分に満たないこと。社会全体の1人

当たり所得の中央の値は、2012年には244万円、その半額

は122万円。2012年には人口全体の16.1%の人々の所得

が、この122万円という貧困基準を下回る。1986年にこの

調査が始まってから、最悪の数字。18歳未満の子ども

で、貧困基準以下の世帯に暮らす割合は16.3％。これも

過去最悪。16%というのは、約6人に1人、40人のクラス

な ら6.5人。④ 生 活 保 護 世 帯31.7％、ひ と り 親 家 庭

41.6％、児童養護施設出身の子供の大学等進学率22.6％

は、全世帯73.0％に比べて相対的に低い。 

 子どもと貧困については、新聞、テレビなどで大きく

取り扱われたことによって、多くの関心を呼んだと感じ

ています。昨年秋に出版された、日本財団の子どもの貧

困対策チームも調査結果で指摘するように、関心を呼ん

だ理由には「え？貧困？まさか今の日本で」とか、「終

戦直後じゃないんだから」「よその国のことでしょ」

と、そこには意外性が背景としてあります。この日本に

「子どもの貧困」の問題が存在すると言う意外性。加え

て、貧困率。貧困基準以下の世帯に暮らす割合の16.3％

と言う貧困状態にあるとされる子どもの割合の多さの意

外性です。16.3％は日本全国で平均した数字ですので、

私が校長をしていた地域では、就学援助数などからその

割合はもっと高かったように記憶しています。 

 子どもたちを取巻くストレスフルな環境や個人の努力

を超える貧困の実態に対して、我々大人たちはどれほど

感度良く「子どもたちのＳＯＳをキャッチする」ことが

出来るのか。（１）子どもはなかなか言葉に出して助け

を求めることは出来ないことから、辛いことほど飲み込

む。思い出したくない。待ちの相談ではなく（２）発見

する相談（大人が待っていても相談に来ない子どもた

ち）① 地域の中に「子どもの居場所」を増やすことが

とても重要、②「やってみたい」ことに挑戦できる環

境、③お腹をすかせた子ども。帰りたがらない子ども。

何日も同じ服を着ている子ども、④子どもの異変を

キャッチ出来る、アンテナが立っている大人の存在が必

要となっています。また、（３）学校以外の居場所の重

要性も以前から指摘され続けています。①不登校・ひき

こもり傾向の若者の居場所づくり、年齢、国籍、障がい

の有無、非行傾向に関わらず誰もが無料で通える。障が

いのある子と共に育ちあう環境。「困った」子なのでは

なく、「困っている」子として見ていく。そこには発達

障がいへの理解も必要で、子どもを変えようとするより

も、周囲にこの子のありのままを分かってくれる理解者

を増やすことの方が大事となっています。②非行傾向の

子ども・若者を排除しない。関わりを持ち続ける。 

さらに（４）「子ども食堂」の持つ力で、暮らしを取り

戻す。①「問題行動」を繰り返す子どもの多くが、空腹

を抱えている。②暮らしが壊れてしまっている子どもた

ち。③「おいしい、うれしい、たのしかった」で繋がれ

る。④異年齢が混ざり合って食べることの豊かさ。 

⑤「ひとりじゃない」を実感。煮詰まらずに、暮らしの

中に「風」を入れる。加えて（５）学校の中に子どもの

居場所をつくる、①（当然ですが）教員に欠ける福祉的

視点。福祉に関する知識やスキルの不足。②「正しい」

指導で、子どもは正しく行動出来るようになるのか。③

「正論」を言われただけでは、子どもは育たない。④度

を過ぎた「正しさ」にこだわると、追い詰められた子ど

もの暴力を誘発。⑤どんな子どもにも、プライドはあ

る。プライドをつぶすと、自分の問題に向き合うのに時

間がかかる。場合によっては、向き合えない。⑥「学

び」を成立させる前提には、安心して寝られる、食べら 
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【調査の目的】 
本調査は、いじめ防止対策推進法制定後、教育現場で

のいじめの実情と対応、教員の認識について、教員を対

象に現状を把握することを目的として、ジェントルハー

トプロジェクト（以下、「GHP」）により企画・実施さ

れた。本稿では、その結果を報告する。 
 

【調査方法】 
 調査対象及び手続：調査対象者は、2015年度にGHPが

講演を行った学校計75校に在職する教員とし、自記式質

問紙を用いた郵送調査を行った（実施期間：2016年7月～

8月）。質問紙は対象校に郵送され、記入後学校単位で回

収および返送を依頼した。調査は無記名である。質問項

目は、回答者の属性（性別・年齢・教歴）に加え「いじ

めの認知・内容・発見のきっかけ」、「いじめに特化し

た研修参加の有無」、「いじめへの事後対応」、「いじ

めに対する認識」で構成された（計17項目）。 

なお、本調査で用いたいじめの定義は「いじめ防止対

策推進法第二条」に準拠した。 
 

【結果】 
・回答者の属性 

50校から返送があり（回収率66.7％）、計536名の教員

から回答を得た（小学校103人、中学校224人、高校150

人、中高一貫55人、高専4人）。性別は、不明4人を除

く、男性319人(60％)、女性213人(40％)であり、年代は、

20代116人(21.6％)、30代(27.6％)、40代(22.4％)、50代以上

（28.4％)）となっていた。教歴は中学校が最も多く199人

(44.8%）,次に小学校92人(20.7%)、高校131人(29.5%)、そ

の他複数となっていた（不明92人を除く）。勤続年数の

平均は12.7年となっており、10年以下の先生が過半数で

あった（範囲：1年未満～43年）管理職の経験者は少な

く、14名（2.6%）だった。 
 

・いじめの認知、内容、発見のきっかけ 

 「平成27年度にあなたのクラスでいじめは発生しまし

たか」という設問に対し、1回以上発生したと回答したの

は全体の約3割の154人(29.7％)であった(不明18人を除く)

うち、99％が生徒同士によるいじめである。 

 いじめの発生について、学校種別にみると（表１）、

「複数回発生した」「一回発生した」を合わせた割合で

は、中学校において最も多い（36.5％）。 

 いじめの態様を複数回答でたずねたところ、「言葉に

よるいじめ」が多く（102件）、「仲間はずれ（54

件）」、「SNSを利用した誹謗中傷や嫌なことをされる

（29件）」など、“見えにくい”いじめが続き、「たた

かれる殴られる（18件）」、「金品やものをとられる（9

件）」は少数であった。いじめ発見のきっかけ（表２）

は、本人からの相談や報告によるものが最も多く、全体

の約半数であった（不明2件除く）。 

◆「いじめに関する教員対象アンケート」結果報告 
昨年11月のシンポジウムで報告された上記アンケートに関する分析結果です 

表1 学校種別といじめの発生のクロス表 
  複数回 一回 発生して 合計 
  発生した 発生した いない   

小学校 
15 11 75 101 

14.9% 10.9% 74.3%   

中学校 
38 40 136 214 

17.8% 18.7% 63.6%   

高校 
13 19 112 144 
9.0% 13.2% 77.8%   

中・高 
7 10 38 55 

12.7% 18.2% 69.1%   

高専 
0 1 3 4 

0.0% 25.0% 75.0%   

全体 
73 81 364 518 

14.1% 15.6% 70.3%   

表2 いじめ発見のきっかけ 

  N ％ 

本人 72 47.4 

被害者の親 27 17.8 

担任自身 20 13.2 

本人以外の児童生徒 20 13.2 

アンケート 8 5.3 

その他 4 2.6 

担任以外の教師 1 0.7 

合計 152 100 

れる｢暮らし｣が保証されていることが大切。⑦｢問題行

動｣の背景にあるものにおもいをめぐらす。⑧コント

ロールではなく、（貧困を理解した上での）サポート

中心に。⑨既存の制度や仕組みに無理やり合わせるの

ではなく、子ども・若者の「いのち」の方へ制度や仕

組みを引き寄せる。⑩学校・家庭・地域をつなぐ、

ソーシャルスクールワーカーの重要性。 

最後に、4.私たち大人に出来ることのまとめです。

(１)自分の話をしっかり聴いてくれる大人の存在を身

近に感じることが出来た時に、初めて自分の問題に向

き合おうとすることが出来る。(２)子どもの「怒りの

感情」の理解。①子ども自身にも理解できない怒り 

②不当な扱いを受けたにもかかわらず、聞いてくれる

人もなく、理解されることも、共感してもらうことも

なく、放っておかれた子どもたち⇒苦しい、孤独、切

ない、恐れ、寂しさ。ある時怒りに変わる⇒本来怒り

ではない感情が怒りに変わる⇒わけのわからない怒り

になる⇒周りにはもっとわからない⇒ますます怒られ

る悪循環となっています。 

 子どもの貧困問題は、よその国のことではなく、ご

く身近な私たちの住む地域で起こっている重要な問題

です。知らぬ顔をして見てみぬふりをしていれば、い

じめの問題と同じように、例外なく必ず自分に返って

きます。子どもの貧困問題は、この国の未来の問題と

して全ての人が関心を持って頂けるように願っていま

す。 




